
総合評価

具 体 的 目 標 具 体 的 方 策 ・ 評 価 指 標 成 果 と 課 題 改 善 方 策 等

B

挨拶や授業態度は良くなっているが、携帯電話等への依存
が強い生徒が多い。

できるだけ自然に声かけをして、挨拶しやすい雰囲気をつく
る。携帯電話等の使用のけじめをつける。

生徒同士で相談したり、解決できるような雰囲気作りを行っ
ていく。

二学年

自らの進路について、意識づけを行う。
HR活動や個人面談を通じて、積極的に進路の情報を
提供し、進路選択の重要性を、生徒自らが積極的に考
えられるようにする。

A

B

個人面談、三者面談等で将来の進路について考える生徒
が増えた。4名が三修制に挑戦している。

HR等を利用して、将来の進路について深く考える機会を増
やしていく。

学校生活での規範意識の向上を図る。
SHRや授業での起立・礼の徹底や挨拶など授業を受け
る態度の指導を行う。

欠席・遅刻を減らすのはもちろん、その際の連絡をもっと徹
底させる。

挨拶や礼儀・マナーの向上を図る。
様々な場面で挨拶や礼儀・マナーについて具体的に指
導し、不十分であった場合にはその場で指導する。

Ｂ
挨拶や礼儀など、それぞれが意識して行動できるようになっ
た。

授業中の姿勢などが崩れているときがあり、さらなる指導が
必要である。

生徒が教員に相談したり、話しやすい環境づくり
に努める。

日頃から積極的に生徒への声かけを行う。生徒とのコ
ミュニケーションを図り、生徒の些細な変化を見落とす
ことなく、対応できるようにする。

Ｂ

一学年

基本的な生活習慣を確立し、高校生としての自覚
をもたせる。

保護者との連携を密に取り、欠席・遅刻・早退を減ら
す。

Ｂ

B

保護者と連携はとれたが、欠席・遅刻は年度末にさしかかっ
てくると多くなった。

生徒にこまめに声をかけて注意深く様子を観察できた。生
徒が相談しやすい雰囲気を作ることができた。

目標の設定をより明確にし、より多くの生徒が自ら参加でき
るよう努める。

生涯スポーツの観点から運動の大
切さを自覚させる指導を願う。

自らの身体の健康について理解させ、健康の保
持増進を図る能力を育成する。

スポーツテストを実施し、各自の運動能力を自覚させ
る。

Ｂ

Ｂ

全生徒に実施することができなかったが、自分の運動能力
に興味・関心を持たせることができた。

健康的な生活習慣の確立を目指し、自らの体調管理と運
動、食事や睡眠の重要性を本人が理解・実践できるように
指導していく。

身体測定や健康診断の結果をもとに、自分の身体状
況や健康状態を把握させ、健康な生活を行うよう指導
する。

Ｂ

保健体育部

体育的行事を行い、生徒間の交流を深める。 スポーツ行事を年2回実施する。 Ａ

Ｂ

例年と同様にスポーツテスト・ボウリング大会を実施し、学
年を超えて、生徒同士の交流を深めることができた。

自分の健康状態を把握できている生徒が多い。健康的な生
活を実践できていない生徒へは、個別に指導を行った。

全学年が一緒になって行事に取り組めるような機会を増や
して、学年間の壁ができないようにしたい。

今年のＬＧＢＴに焦点をあてた講演会
のように、生徒のニーズをくみとった
指導を願う。

人権講演会や映画会を通して人権について考え、自ら
の体験に基づいた人権作文を書かせる。

B
講演会には、しっかり集中して講師の話をきくことができた。

毎学期、職員による人権教育研修を実施する。 B
講師の選定には苦労した。

人権教育部
幅広い情報の中から、多様な価値観を理解させ、
自分や他人の人権をお互いに尊重できる実践力
を身につける。

コミュニケーションを大切にし、互いの違いを正しく理解
し、明るいなかま作りをする。

B

B

各学年ともクラスが落ち着いてきて、お互いに明るく話をす
ることができるようになってきた。

進路先が確定するまでの息の長い
指導を願う。

自らの適性について考える機会をもたせてみる。 Ｂ
面接のなかで自分の適性に気づいた生徒がいる。

夏休みを利用して進路先の見学に参加し知識をもつ。 Ｂ
興味をもって自ら進んで考えることを大切にしている。

今後も会議等で生徒の様子を共有することが大切である。

進路指導部
一人ひとりが自らの適性について気づき将来の希
望の実現に向けて前向きに学習する態度を養う。

進路についての情報を集めて積極的に考えてみる。 Ｂ

B

すでに就いていた仕事が卒業してからの進路に結びついた
生徒が見受けられる。

ハロ－ワ－クに協力してもらい情報を集め計画的な指導に
努める。

生徒指導部

基本的生活習慣の確立を目指す。
今後も生徒への家庭連絡等を継続していく必要がある。 規範意識の醸成、自己肯定感の獲

得ができるよう育成を願う・

規範意識の向上を目指し、集中・安心して学べる
学校づくりを目指す。

・校門での立哨、通学路の巡視を行う。
・授業中の携帯電話の使用禁止を徹底する。

B
・立哨、定期的な通学路の巡視を行うことができた。
・授業中の携帯電話の使用禁止の意識は高まっているが、
学年によっては使用し注意されることもあった。

･今後も立哨、通学路の巡視等を行っていく必要がある。
･携帯電話使用のルールをより徹底していく必要がある。

生徒の情報を全職員が共有し、様々な事態に迅
速に対応できるようにする。

夕礼、会議等で生徒の情報を共有し、迅速に対応でき
る体制を整える。

A

遅刻・早退届記入時に必ず声を掛け、理由を聞く。欠
席連絡のない場合は家庭・職場等に連絡する。

A

B

遅刻・早退時の声かけを行うことができた。欠席時は担任よ
り家庭への連絡を行うことができた。

生徒の情報を迅速に共有することができた。

評価の観点をシラバスに明示することはできている。しか
し、生徒自身はどの点が達成できていて、どの点が不十分
なのか理解が不十分な場合がある。

各教科で評価の観点を整理するとともに、考査問題で大問
の最初にどの観点からの出題かを明示することで、生徒が
達成不十分な点を理解しやすくする。

3修制希望の生徒を支援を願う。

生徒が主体的に学習に取り組む体制を確立する。
高認試験の科目合格や定通併修など学校外の学習活
動の単位認定を行い、多様な学習意欲に対応する。

B
高認試験の受験し、科目合格した者はいたが、定通併修希
望者はいなかった。

学業不振者への補習授業も行うと同時に、進路実現に向け
て学力を高められる機会を設ける。

○教職員の資質と指導力の向上を図る。
○授業公開や研修会などを積極的に行い、自ら指導方法の改善に努める。

○常に研鑽に努め、自ら資質の向上を図る。

自己評価結果 学 校 関 係 者 評 価

教務部

観点別評価を利用した指導と評価の一体化
について研修を深める。

多様な生活実態、学習歴をもつ生徒に対して、
適切で柔軟な観点別評価の視点を取り入れるこ
とで、指導の改善につなげる。

B
B

○定通併修制度を設け、三修制によって３年生４名が卒業し
た。本年度もさらに多くの生徒の学習ニーズに応えられるよ
う、希望生徒は三年間で卒業できるように取り組ませたい。

○生徒の日々の生活実態を把握し、適切な支援を行い、基
礎学力の向上や基本的生活習慣の確立を目指す取組を継
続したい。

○規範意識の向上を図る。
○基本的な生活習慣の確立を図る。

○社会のルールやマナーを身に付けた生徒を育成する。

○自他を尊重する心の育成を図る。
○各生徒の悩みや課題の把握と理解に努める。

○お互いを支え合い、信頼し会える人間関係づくりに努める。

○基礎・基本の定着と進路希望の実現を図る。
○確かな学力を身に付けさせるため、魅力ある授業を行う。

○将来を見通した進路希望の実現に努める。

29年度 学校評価総括表
奈良県立畝傍高等学校 （定時制）

教 育 目 標
日本国憲法・教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき、人権の尊重を基底とした民主的な社会の形成者としての必要な資質を養い、豊かな文化の

創造に寄与する心身ともにたくましい生徒の育成をめざす。

B

運営方針 知・徳・体の調和のとれた、自主的・創造的で心身ともにたくましく活力ある生徒を育成する。
平成２８年度の成果と課題 本 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標



具 体 的 目 標 具 体 的 方 策 ・ 評 価 指 標 成 果 と 課 題 改 善 方 策 等自己評価結果 学 校 関 係 者 評 価

今後も、継続的な問題演習を積み重ねるとともに、電卓や
PCを使った課題提出などを実施することで、より習熟を深め
させたい。

ビジネス活動を計数的側面から理解させる。 B
電卓やPCなどの計算用具を利用して、計数的にビジネス活
動を理解させることができた。

コミュニケーションを行うのが、苦手な生徒は多いので、本
年度は少人数対面でのプレゼンテーションの練習を行った。
来年度はクラス全体での発表ができるとよいと思う。

情報機器を活用して、効果的なコミュニケーションを行
う能力を養う。

B
コンピュータを使ってプレゼンテーション資料作成などがで
きるようになった。

商業科
ビジネス活動で必要な知識や技能を習得させ、社
会人として必要な素養の涵養を図る。

基礎・基本を重視し、問題演習をとおして知識の定着を
図る。

B
B

各科目ともに、毎時間の継続的な問題演習を積み重ねるこ
とができた。課題提出も定期的に行った。

実習を多く取り入れ、自らが問題を発見・解決できる力をつ
けたい。実習の場の確保と生活の環境に即した課題研究が
必要となる。

特に、主体的な消費、行動、消費者の権利と責任、資
源、環境など、ライフスタイルを考える力を育てる。

B
自分中心の活動には積極的で、ある程度評価できる。この
生活力を伸ばしていきたい。

情報科
情報社会に適切に参画できる能力・態度を育
てるとともに、情報機器を効果的に活用でき
る力を身につけさせる。

情報に関する倫理的態度と安全に配慮する態度を養
う。

B

B

事例をとおして、SNSへの接し方について考えさせることが
できた。

家庭科
生活に関する基礎的･基本的知識と技能を習得さ
せ、人との関わりの中で、生活者としての自覚と責
任のある人間を育てる。

食育を中心に家族、保育の重要性を認識させ、賢い消
費者としての実践力を身につけさせる。

A
B

一般的に、自己中心的なものの見方・考え方で、思慮が浅
く、「今を生きること」への真剣味が乏しい。

正しい発音で、正確に意味をつかんで理解させたい。

学習内容の基礎・基本を定着させる。
復習に力をおき、学習内容を確実に定着させ積み上げ
ていくようにする。

B
ノート提出や小テストの完成は各自きちんとできている。 自分の学習スタイルを確立し、積極的に学習させたい。英語科

英語に対する苦手意識をなくすため、自らが積極
的に参加できる楽しい授業を工夫する。

表現活動を取り入れ、生徒が興味をもって学習できる
授業形態をつくりだす。

B
B

まじめに授業を受けている。積極的に取組めるようにする。

少人数のため、生徒ごとに課題の難易度を変えることも考
える必要がある。

書を通して自己を表現する。
漢字仮名交じりの書を書かせる。 Ｂ

Ｂ

生徒が表現したい「ことば」や表現を考えさせることができ
た。

二字や四字だけの臨書だけでなく、複数の文字を練習する
時間をもうけ、表現の幅を広げられるよう工夫する。

基本的な表現力を定着させる。 Ａ

芸術科
（書道科）

書の基礎的な表現力を養う。 古名蹟を手本にして習わせる。 Ｂ

Ｂ

一年間で自分の上達ぶりを実感している生徒が多くいた。

引き続き、けじめをつけることの大切さを理解させ、必要な
集団行動を身につけさせいてきたい。

運動をすることで楽しさや喜びを味わうとともに、
出来た時の達成感を体験させる。

主として球技種目を実施し、生涯に渡って運動を続け
ていける力を身につけさせる。

Ｂ
球技を中心に、運動することの大切さ楽しさを感じさせるこ
とができた。

生涯に渡って運動を続けていけるよう自らが進んでする積
極性も身につけさせていきたい。

保健体育科
授業を通して集団の一員であることを理解させる。

集合・整列等の集団行動を実施し、迅速な行動を身に
つけさせる。

Ｂ
Ｂ

整列・挨拶等ある程度習慣化することができたが、一部の
生徒に徹底させることができなかった。

学年によって生徒の習熟度に差があるものの、今後もノート
の取り方等の振り返り学習を継続していく必要がある。

科学への興味・関心を引き出し、科学的な思考力
を養う。

科学ニュースの話題や演示実験、視聴覚機材を授業
に適宜取り入れる。

Ｂ
身近な話題や視聴覚教材を用いた授業を展開することがで
きた。

今年度は生徒実験を行うことができなかったので、可能な限
り改善していく

学力面のつまずきを把握し、高校の基礎的な内容に少しず
つ含めて、修正していく。

自らの手で問題を解く習慣をつける。 B
空欄をうめる形式の発問（板書）が有効であった。

理 科
基礎・基本的な内容の習得を図る。 ノートの取り方の指導や振り返り学習を重点的に行う。 B

Ｂ

ノート点検とプリントによる復習・補習を定期的に行うことが
できた。

数学科 基礎的な技能の習得を図る。
かなり基礎的な内容から説明する。 A

B

基礎的な内容に絞り、小中学校の計算を見直した。こびりつ
いた劣等感をぬぐいされない生徒がいる。

B

都道府県や市町村の位置、主な産業などについて学習する
ことができた。知識としての定着は不十分であった。

将来生活する上で必要になるであろう事柄や知識を学習プ
リントを繰り返し使用する。授業での質問回数を増やす。

現代社会の問題や課題を、主体的に学ぶ視点を
養う。

討論や意見交換などを通じて、自ら問題に対応する力
を身につける。

B
１８歳選挙年齢制などを題材として授業の中で取り上げるこ
とができた。

「私たちが拓く日本の未来」の教材の効果的な活用をはか
る。

今後も高卒認定試験の校内での説明会等に積極的に参加
させ、将来の展望につなげるようにする。

公民科

生徒が授業に興味・関心を持つように、時事問題
を適時取り入れ活用する。

最新のニュースや統計、情報などに注目し、授業に活
用が可能な話題を積極的に取り入れる。

A

B

日本国内や世界各地の主な出来事を取り上げ、興味や関
心を持たせるようにした。新聞記事やテレビニュースに興味
を持つ生徒も出てきた。

これからも具体的な出来事や人物名を取り上げることによ
り、社会の出来事に関心を持たせるようにする。

基礎的知識の習得を図るため、教材や資料を精
選する。

都道府県の位置や県庁所在地など、基礎的な知識の
定着を図る。プリント教材等の活用を積極的に取り入
れる。

今後も引き続き視聴覚教材の活用を進め、生徒の興味や関
心を引き出せるようにする。

時代や国々による相違点を認識させる。
美術・文学・音楽等の教材を取り入れ、文化的教養を
高めることを目指す。

B
諸外国の物事や文化について興味や関心を引き出すことが
できた。

歴史的な出来事について身近な人物などを取り上げ、進ん
で興味や関心をもたせるようにする。地理歴史科

生徒にとって身近なことから、興味や関心をもたせ
る。

各種メディアの資料、視聴覚教材の積極的活用を図
る。

A

B

歴史を学ぶ授業を中心として視聴覚教材の活用が進んだ。
年代地図などを進んで見れるようになってきた。

歴史認識を基礎に幅広い知識を身につけさせる。
考えや思いを文章化できるようになることを目指す。高
卒認定制度の受験対策を併せて実施する。

B
高卒認定試験について意欲的に考えることができた。３名
の合格者をだすことができた。

理解することを大切にして自ら考えて学習する。 知識を身につけることに対して前向きな態度を大切にする。

コミュニケ－ションを図り意見の交流を大切にす
る。

理解してわかることのおもしろさを感じて自ら取り組む。 A
自分の意見を相手の人に的確に伝えるよう心がける。 自らの考えを相手に伝えるにはどのような方法があるのか

実際に考えて行動してみる。

生徒の言動や変化に注意を払いながら、生徒の理解を図る
ことが大切である。

進路情報伝達や進路相談を行い、生徒の主体的な進
路実現ができるよう指導する。

B

面接だけでなく授業前後の時間を利用して生徒の希望や目
標を聞き、それに向けた心構えや行動の指導を行った。

卒業後は自分の判断で選択・決定をしなければならないの
で、主体的に行動できる生徒を育てる。

国語科

漢字の習得に対しての関心を高め興味をもたせ
る。

読み書きに関心をもち知識を確実なものにしている。 Ｂ
Ｂ

四学年 最後の高校生活の充実と、進路の実現を図る。

社会人として必要な生活態度・礼儀やマナーとともに、
最上級生として責任ある言動を身に付けさせる。

B

B

最低限の生活態度・礼儀やマナーを身につける事はできた
が、それらの向上を図ることはできなかった。

確かな学力を身につけさせる。 学び方を指導する。表現力を高めさせる。 B
欠席や遅刻が学期を追うごとに改善されてきた。授業を大
切に考える生徒もでてきた

さらに欠席や遅刻を少なくし、授業に積極的に参加できるよ
う、LHR等を通じて指導する。

進路について、方向性を確立させる。 具体的な情報を提供し、考えさせたり、選択させる。 A
アルバイトなどの就労を通じて働くことの意義について考え
ることができるようになってきた。

将来継続就労を希望する生徒に対して、自分自身の信用力
を高める指導を行う。

三学年

規範意識を高める。
卒業年次に向けて必要な生活態度・礼儀やマナーとと
もに、責任ある言動を身に付けさせる。

B

B

挨拶がしっかりとできるようになってきた。ルールやマナーに
ついて自ら考える生徒もでてきた。

敬語の使い方や目上の人に対する接し方をさらに十分に行
えるようにする。


